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   柏市上下水道料金徴収等業務委託プロポーザル審査基準 

 

１ 趣旨 

  この基準は，柏市上下水道料金徴収等業務委託プロポーザルに対する提案

を審査し，最も優秀な提案を行ったと認められる者を選定するために必要な

事項を定めるものである。 

２ 審査基準（概要），受託者の決定方法 

 (1) 審査基準 

  ア 選定委員による審査 

    柏市上下水道料金徴収等業務委託プロポーザル選定委員会の各委員が，

書類審査及びプレゼンテーション審査により審査を行う。各委員は，

「プロポーザル審査項目」の評価項目ごとに，ウの「評価及び採点の基

準」の表の評価基準に応じてＡからＥまでの５段階の評価を行う。 

  イ 得点の集計 

   (ｱ) 各委員の各評価項目ごとの評価を，ウの「評価及び採点の基準」の

表の採点基準に応じて得点化（「プロポーザル審査項目」の配点に，

採点基準に掲げる数値を乗じて得た値を得点とする。）を行う。 

   (ｲ) 各評価項目ごとに各委員の得点を合計し，各評価項目ごとの得点を

算定する。 

   (ｳ) 各評価項目の得点を合計し，総得点を算定する。 

  ウ 評価及び採点の基準 

評価 評価基準 採点基準 

Ａ 特に優れている。 配点×５ 

Ｂ 優れている。 配点×４ 

Ｃ 普通 配点×３ 

Ｄ やや劣る。 配点×２ 

Ｅ 劣る。 配点×１ 

 (2) 最優秀提案の選定方法 

   （１）イ（ウ）の総得点が最も高い提案を，最優秀提案に選定する。た

だし，審査した委員の総得点が，満点（審査した委員の人数×１，０００

点）の６割に満たない場合等は，総得点が最も高い提案であっても各委員

の協議によって最優秀提案としないことがある。 
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   総得点が最も高い提案が複数あるときは，総得点が最も高い提案のうち

から，各委員の協議によって最優秀提案を選定する。 



  審査基準 

 

3/6 

プロポーザル審査項目 

評価項目 評価内容 配点 
主な対応

様式等 

１．信頼性・個人情報保護（１２．５％） 

(1) 経営状況 

 

会社概要，事業報告書，貸借対照表，損

益計算書等から判断して，委託期間を通

して安定した業務運営が可能な経営状況

であること。 

６ 

会社法に

規定する

計算書類

及び事業

報告及び

これらの

附属明細

書，第７

号様式並

びに第１

０号様式

の１ 

(2) 
コンプライ

アンス 

 

コンプライアンスに関する実効性担保の

ための具体的な各種対策等から判断し

て，信頼性が確保されていること。 

 

４ 

第７号様

式及び第

１０号様

式の１ 

(3) 
個人情報の

保護対策 

 

個人情報の漏えいは，市や受託業者の重

大な信用の失墜を招くものであり，信義

則の観点からも絶対に許されないことを

念頭に，想定されるリスク（第三者への

提供・売却，受託業務以外の目的による

閲覧（他の受託業務等への活用，個人的

な興味等），複製，転記，持出し等）ご

とに具体的かつ実効的な防止策が講じら

れていること。 

 

９ 
第１０号

様式の１ 

(4) 受託実績 

 

受託実績から判断して，業務の円滑な実

施が可能であること。 

 

６ 

第８号様

式及び第

１０号様

式の１ 

２．受託に対する意欲・能力（２５．５％） 

(1) 

円滑に業務

開始できる

能力 

 

業務開始に当たり，業務体制の構築及び

事務引継ぎに係るスケジュールや業務従

事者確保に関する諸準備が，十分なもの

となっていること。 

 

１７ 
第１０号

様式の２ 
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評価項目 評価内容 配点 
主な対応

様式等 

(2) 

滞りなく業

務遂行する

能力 

 

業務を効果的に行う業務体制，手法等に

ついて，窓口及び電話応対，上下水道料

金等に係る業務，給水装置工事に係る業

務，電算システムの構築及び運営等各業

務の特性を理解し，滞りのない業務遂行

が可能であること。 

 

１７ 
第１０号

様式の２ 

(3) 

業務を効率

的・効果的

に継続して

行える体制

の整備 

 

ＤＸの推進や業務手法の見直し等によ

り，業務を効率的，効果的に実施できる

体制を整えるとともに，上下水道の使用

者や各種届出の申請者等の事務負担の軽

減や利便性の向上を図り，継続的に業務

を実施できる体制を整備すること。 

 

１２ 
第１０号

様式の２ 

(4) 
業務遂行基

準の到達点 

 

①窓口及び電話応対，上下水道料金等に

係る業務，給水装置工事に係る業務，電

算システムの構築及び運営（機器の保

守，ＯＳ等の更新が必要となった際の対

応，法令改正等に伴うシステム改修）の

各分野ごとについて，市民サービスの維

持・向上及び業務の正確性の観点から，

独自に考慮した具体的な到達点の設定が

なされていること。 

 

②設定した到達点が実現可能なものであ

ることについて，実績等に基づく具体的

な説明により担保されていること。 

 

③設定した到達点に満足することなく，

より高いレベルに到達しようとする意欲

と，そのための方策が示されているこ

と。 

 

５ 
第１０号

様式の２ 

３．人員体制（１５．５％） 

(1) 

配置要員に

対する考え

方 

 

①賃金・通勤手当等の諸手当・休暇・社

会保険・福利厚生等人材の質の確保が十

分可能な就業条件となっていること。 

 

１９ 

第９号様

式及び第

１０号様

式の３ 
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評価項目 評価内容 配点 
主な対応

様式等 

②業務に携わる者の雇用区分（正社員や

パートタイム等）割合が，継続的な事務

処理能力の維持・向上に耐え得るものと

なっていること。 

 

③業務従事者の資質を考慮した配置とな

っていること（資格，経験等）。 

 

④各業務ごとの人員体制・人数が妥当で

あること。 

 

(2) 補完体制 

 

各業務従事者に万が一の事故があった場

合でも，バックアップ体制の整備や有事

を想定した欠員補充策が確立されている

等，受託業務の完全履行が可能となって

いること。 

 

７ 
第１０号

様式の３ 

(3) 

業務工程に

応じた柔軟

性 

 

年間の業務量に応じて，電話・窓口にお

ける市民の待ち時間及び事務処理時間が

極小化できるよう臨機応変的な体制とな

っていること。 

 

５ 
第１０号

様式の３ 

４．研修体制（７％） 

(1) 研修方法 

 

業務従事者研修は，短期間で効果的な手

法で実施・育成できるものになっている

こと。 

市民サービスの維持向上の観点から，定

期的に到達度の確認を行う体制となって

いること。 

 

９ 
第１０号

様式の４ 

(2) 
情報の共有

化 

 

様々な事象に対する応対事例や解決策と

いった事柄や各業務ごとに得た情報につ

いて，より効果的で滞りのない業務を実

現するためにも，業務従事者内における

情報の共有化の推進策を具体的に講じて

いること。 

 

５ 
第１０号

様式の４ 

５．危機管理（７％） 
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評価項目 評価内容 配点 
主な対応

様式等 

(1) 
全般的な予

防 

 

断水・水質事故発生，その他受託業務全

般に対するあらゆる危機管理について，

想定される事象ごとに対策が講じられて

いること。 

 

４ 
第１０号

様式の５ 

(2) 

各業務にお

ける誤りの

防止 

 

①業務従事者の説明不足や認識違い，水

道メーターの誤検針，申請書審査漏れ等

業務における誤りの発生を防止するため

に，窓口及び電話応対，上下水道料金等

に係る業務，給水装置工事に係る業務，

電算システムの構築及び運営の各分野ご

とに具体的な対策を講じていること。 

 

②誤り等が発生した場合には，事後防止

策を適切に講じることができる体制とな

っていること。 

 

６ 
第１０号

様式の５ 

(3) 
行政対象暴

力への対応 

 

行政対象暴力（度を越した苦情，根拠の

ない言い掛かり，暴力等）の発生時にお

ける具体的な対策があらかじめ講じられ

ていること。 

 

４ 
第１０号

様式の５ 

６．見積金額（３２．５％） 

(1) 効率性 

 

以下の算式に基づき，評価点を算出 

６０×（全応募者中の最低応募価格÷応

募価格）×５ 

※得点については，小数点以下第３位を

四捨五入し，小数点第２位までとする。 

 

６０ 

第１１号

様式及び

第１１号

様式の２ 

(2) 妥当性 

 

受託実績獲得のために著しく低廉なもの

となっていることなく，想定業務従事者

の職責や能力に応じた的確な積算がなさ

れていること。 

 

５ 

第１１号

様式及び

第１１号

様式の２ 

合計 200  

 


